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１ 【四半期報告書の訂正報告書の提出理由】

当社は、平成25年４月１日に適正な会計処理が行われていなかった可能性があることを受け、第三者委

員会を設置し、調査を行い、同年６月10日の第三者委員会からの調査報告書を踏まえて、同日付で有価証

券報告書及び四半期報告書の訂正報告書を関東財務局に提出しました。

今回、前述の過年度の当該訂正報告書等について、平成25年10月から、証券取引等監視委員会による検

査を受けていた中で、過年度の仕掛品勘定、ソフトウェア仮勘定の資産性等について疑義を呈され、平成

25年11月15日の社内確認により、過年度の仕掛品の一部に資産性のないものが計上されていたことが発覚

したことから、過年度の不適切な会計処理を徹底調査するため、第三者委員会を改めて設置し、平成21年

１月から平成25年９月までの期間を対象期間とし、子会社３社も含めた全取引について調査を実施いたし

ました。

今回、平成26年３月７日に受領した第三者委員会の調査報告書により、①締め後売上、②工事進行基準

売上、③ソフトウェア仮勘定及び④仕掛品の会計処理について不適切な会計処理があったことが判明いた

しました。

平成25年４月から６月に実施した、前回の調査は、不適切な会計処理を行った担当者へのヒアリングを

行い、当該不適切な会計処理の調査対象期間の特定を行いましたが、今回、過年度に前述の不適切な会計

処理があったことが判明しており、調査対象期間と調査対象範囲が十分でなかったことが明らかとなりま

した。当時の調査が不十分で誠に申し訳ございません。

これらの訂正の結果、当社が平成25年８月14日に提出いたしました第72期第１四半期（自　平成25年４

月１日　至　平成25年６月30日）に係る四半期報告書の一部を訂正する必要が生じましたので、金融商品

取引法第24条の４の７第４項の規定に基づき、四半期報告書の訂正報告書を提出するものであります。

なお、四半期連結財務諸表の記載内容にかかる訂正箇所につき、XBRLデータの訂正をおこないましたの

で、併せて訂正後のXBRL形式のデータ一式（表示情報ファイルを含む）を関連書類として提出いたしま

す。

　
　

２ 【訂正事項】

     第一部 企業情報　

       第１ 企業の概況

        １ 主要な経営指標等の推移

       第２ 事業の状況

        ３ 財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

       第４ 経理の状況

        １ 四半期連結財務諸表        

         (2) 四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

          注記事項

            (１株当たり情報)

　

３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しております。

 なお、訂正箇所が多数に及ぶことから上記の訂正事項については、訂正後のみを記載しております。
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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

（訂正後）

　

回次
第71期

第１四半期
連結累計期間

第72期
第１四半期
連結累計期間

第71期

会計期間
自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日

自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日

自　平成24年４月１日
至　平成25年３月31日

売上高 (千円) 778,500 896,142 3,495,610

経常利益 (千円) 10,024 794 80,892

四半期(当期)純損失(△) (千円) △14,794 △16,373 △29,485

四半期包括利益又は包括利
益

(千円) △26,632 △19,173 4,846

純資産額 (千円) 593,266 462,486 481,660

総資産額 (千円) 1,289,455 1,485,423 1,483,748

１株当たり四半期(当期)純
損失金額（△）

(円) △0.50 △0.56 △1.00

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 35.67 31.14 32.46
 

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については

記載しておりません。

　２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第71期、第71期第１四半期連結累計期間及び第72期第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株

当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期(当

期)純損失であるため、記載しておりません。　
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第２ 【事業の状況】

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

（訂正後）

～　前略　～
　

①売上高及び営業損失

当第１四半期連結累計期間における当社グループは、引き続き業務改革、事業構造改革等に注

力した結果、売上高は前年同四半期と比べ117,642千円（15.1％）増加し896,142千円となりまし

たが、低利益率の案件が続いたため原価率が悪化したことにより、営業損失は1,988千円(前年同

四半期は営業利益7,139千円)となりました。

 

②経常利益

営業外損益では、受取配当金、受取賃貸料等の営業外収益が3,714千円ありましたが、営業外費

用で支払利息等が931千円あり、その結果、当第１四半期連結累計期間の経常利益は前年同四半期

と比べ9,230千円（△92.1％）減少し794千円となりました。

　

③四半期純損失

特別損益では、投資有価証券売却益等の特別利益が12,539千円ありましたが、特別損失で過年

度決算訂正関連費用等が22,995千円あり、また、法人税等を6,711千円計上したことにより、当第

１四半期連結累計期間の四半期純損失は、前年同四半期と比べ1,578千円(10.7％）増加し16,373

千円となりました。

　
なお、当社グループの事業は、システム開発並びにこれらの付随業務を事業内容とする単一セ

グメントであるため、セグメント別の状況は記載しておりません。
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第４ 【経理の状況】

１【四半期連結財務諸表】
(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（訂正後）

（単位：千円）

  
前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

売上高 778,500 896,142

売上原価 671,802 792,582

売上総利益 106,697 103,560

販売費及び一般管理費   

 販売費 2,059 1,206

 一般管理費 97,498 104,342

 販売費及び一般管理費合計 99,557 105,549

営業利益又は営業損失（△） 7,139 △1,988

営業外収益   

 受取配当金 1,949 2,434

 受取賃貸料 1,257 1,278

 その他 16 1

 営業外収益合計 3,223 3,714

営業外費用   

 支払利息 338 849

 その他 － 82

 営業外費用合計 338 931

経常利益 10,024 794

特別利益   

 投資有価証券売却益 － 4,568

 役員退職慰労引当金戻入額 － 7,970

 特別利益合計 － 12,539

特別損失   

 投資有価証券評価損 235 －

 投資有価証券売却損 － 15

 過年度決算訂正関連費用 － 22,980

 特別損失合計 235 22,995

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期純
損失（△）

9,789 △9,661

法人税等 21,994 6,711

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △12,204 △16,373

少数株主利益 2,590 －

四半期純損失（△） △14,794 △16,373
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（訂正後）

(単位：千円)

  
前第１四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成25年４月１日
　至 平成25年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △12,204 △16,373

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 △14,428 △2,800

 その他の包括利益合計 △14,428 △2,800

四半期包括利益 △26,632 △19,173

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △28,934 △19,173

 少数株主に係る四半期包括利益 2,302 －
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【注記事項】

(１株当たり情報)

（訂正後）

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及

び算定上の基礎は、以下のとおりであります。
　

項目
前第１四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
至　平成24年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成25年４月１日
至　平成25年６月30日)

(1) １株当たり四半期純損失金額(△) △0 円 50 銭 △0 円 56 銭

    (算定上の基礎)   

　　四半期純損失金額(△)(千円) △14,794 △16,373

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る四半期純損失金額(△)(千円) △14,794 △16,373

    普通株式の期中平均株式数(株) 29,411,594 29,409,535

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 ― ―

    (算定上の基礎)   

   四半期純利益調整額(千円) ― ―

    普通株式増加数(株) ― ―

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当たり
四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式で、前
連結会計年度末から重要な変動があったものの概要

― ―

 

（注）前第１四半期連結累計期間及び当第１四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式は存在するものの、１株当たり四半期純損失であるため、記載しておりません。
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